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　６月６日に赤坂の三会堂ビルに

て、社団法人自然資源保全協会第

18 回通常総会が開催されました。

総会には、委任出席も含め、103 名

が参加しました。

　議長に石川賢廣理事長が選出さ

れ、議事が進行しました。冒頭の

挨拶で、石川理事長は「今年は、

1992 年にリオデジャネイロで国連

の地球サミットが開催されてから

20 年。その時に採択されたアジェ

ンダ 21 で、持続可能な発展の必要

性が指摘され、我々は資源の持続

可能な利用を推進する組織として

GGT を立ち上げた。10 年毎に見直

される地球サミットだが、今年６

月よりリオ +20 として開催される

ことになっている。このほか、今

年は環境や生物資源の問題に関す

る国際会議が多く予定されており、

GGT としては科学的根拠に基づく

資源の保全と合理的利用が実現され

るよう一層積極的に活動を展開して

いく。特に、来年３月に開催され

る CITES では、サメ類をはじめと

して、宝石サンゴ、ウナギ、クロマ

グロなどの海洋生物に欧米諸国や保

護団体が異常な関心を示しているの

で、漁獲を禁止するなどの行き過ぎ

た保護にならないよう、水産庁と

ともに進めていきたい。」と述べま

した。続いて、議長から来賓の紹

介がされ、来賓を代表して宮原正

典水産庁次長は「リオ +20、IWC、

ICCAT、WCPFC、 そ し て CITES

と国際会議が続くなか、どれ 1 つ

として簡単に対応できるものはな

く、遺漏なきよう対応につとめたい。

特に、CITES では前回のこともあ

り、米国や環境保護団体から何が出

てくるのか、また、

どこの国から予想

外の提案がでるの

かわからないので、

提案提出期限まで

安心できない。今

後も一層の協力を

お願いしたい。」旨、

挨拶がありました。

　事務局から平成

23 年度事業報告及

び収支決算報告が

あり、満場一致で承認されました。

引き続き、24 年度事業計画と収支

予算の説明があり、これも満場一致

で承認されました。このあと、土屋 

博副理事長の辞任に伴う改選のた

め、後任として全国農業協同組合中

央会常務理事の谷口 肇氏が推薦さ

れ、満場一致で承認されました。議

長はそこで議事を中断し、第 64 回

理事会を開催しました。理事会終了

後、総会が再開され、谷口 肇理事

が副理事長に互選されたことが報告

されました。さらに、24 年度会費

の額並びにその徴収方法について、

事務局から説明があり、満場一致で

承認されました。最後に、新公益法

人制度への移行手続きに必要な定款

の変更の案、及び申請に係る移行後

の名称など、資料に基づき事務局か

ら説明があり、満場一致で承認され、

総会は終了しました。

第18回通常総会、開催される

平成２４年度事業計画書
はじめに

　平成 24 年度は、任意団体時代も

含め当協会設立後 19 年目の年度に

あたる。この間、地球環境問題の解

決に向けて様々な国際的枠組みが形

成され、地球温暖化や生物多様性な

ど多岐にわたる取組みが広がった。

しかし、野生生物資源の持続可能な

利用を巡る議論はいまだに感情論の

押しつけや政治的な駆け引きの道具

に利用されている傾向が強い。そこ

で、科学的な根拠にもとづく自然資

源の保全と持続可能な利用を理念に

掲げる当協会の活動に寄せる会員、

関係者の期待はますます大きくなっ

てきている。したがって当協会とし

ては、その期待に応えるべく、より

効率的な事業遂行により当面する環

境問題に全力をあげて取りくむこと

とする。とくに、当協会の活動を内

外に広く周知させ、十分な成果をあ

げることは重要である。各種国際会

議の参加等を通じ、海外ではすでに

当協会の存在が認知されているが、

国内的には今後、さまざまなセク
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ターとの連携を強化していく予定で

ある。このため、広く会員の拡大を

図る必要がある。これらを踏まえ、

具体的事業として次の活動をおこな

う。

Ⅰ．広報普及活動

　生物資源の持続可能な利用に関す

る様々な国際会議が平成 24 年度に

集中して開催される予定である。そ

れらは、リオ +20、FAO 水産委員会、

IUCN 総会、生物多様性第 11 回締

約国会議、ワシントン条約第 16 回

締約国会議などであり、当協会とし

てこういった国際会議に向けて情報

収集活動と広報普及活動を強化す

る。

　自然資源の保全と UNCED によ

り採択された「持続可能な発展」に

関する正しい情報の提供、実状の理

解促進のための普及活動を会員、一

般市民及びマスコミに対して実施す

る。

　本会の会員および一般市民を対象

に、国際会議、シンポジウム、講演

会等を開催する。最新の国際情勢に

触れるため、海外の専門家を招請し、

また来日する機会を利用して、講演

会や意見交換会等をおこなう。

　国内各地で、自然資源の利用に関

する考え方やワシントン条約、生物

多様性条約等、自然資源関連の国際

条約の内容について、講習会、講演

会等を実施するものとする。

　内外のマスコミに対しては、編集

者、論説委員、取材記者等との懇談

会、意見交換会等を開催し、正確な

情報の提供につとめる。

　消費者および生産流通業界等に対

しても、持続可能な利用が危惧され

るような自然資源等について、これ

らの情報の早期伝達、資源の動向に

ついての正しい情報提供をおこなう

ために、意見交換会等を開催する。

（1）講演会・国際会議等の開催
　平成 24 年度は、2013 年３月に

開催が予定されるワシントン条約第

16 回締約国会議に向けて、生物資

源の持続可能な利用を推進する講演

会や意見交換会を国内各地で開催す

る。

（2）会報等の発行
　会報としてニュースレターを発行

する。当協会の活動状況や内外の環

境関係の最新情報を、適宜ニュース

レターの形でまとめ、会員や関係者

に配付する。今年度は４回の発行を

予定する。

　当協会のホームページを通じて、

最新の情報を会員に対して知らせる

とともに、不特定多数の一般市民に

対しても、当協会の考え方を知らせ

るものとする。

（3）パンフレット、資料等の作成配
付

　自然資源の保護と持続可能な利用

に関する普及宣伝パンフレット、資

料等を作成する。また、環境問題を

取り扱った諸外国の映像等の収集を

おこなう。自然資源の管理、安定利

用の重要性を分かりやすく解説した

資料の作成をおこなう。

　これらのパンフレットは国際会議

の場で配布するほか、国内でのシン

ポジウムや普及啓発活動をおこなう

に際して有効に活用・配布する。

Ⅱ．資源情報調査活動

　当協会は事業の中心的目標の一つ

として、環境及び自然資源状況の実

態調査及び情報の収集をおこなうこ

ととしている。

　平成 24 年度は、国の補助事業と

して「海外漁場持続的操業確保連携

事業のうち持続的漁業に向けた連携

強化事業」に継続して取り組む予定

である。事業の概要は、漁業をめぐ

る国際動向の形成に関して大きな影

響力を有する主要国及び地域別に漁

業管理を行っている国際機関の漁業

政策、漁業制度、違法・無報告・無

規制漁業対策、持続可能な漁業に関

する国際的な取り組み等に関する調

査及び分析、我が国の漁業者への情

報提供である。さらに、環境保護団

体の動向に関する調査及び分析、情

報提供をおこなう。

　国の委託事業は「漁場環境・生物

多様性保全総合対策推進委託事業の

うち海洋生物多様性国際動向調査事

業」を受託し、CITES 等の国際動

向について情報収集を継続し、混獲

対策等のために国内体制構築を強化

する活動を継続して実施する予定で

ある。

　さらに、民間受託事業として「象

牙原料資源調査」において、ザンビ

アの象牙資源量調査を実施し、資源

情報調査を強化していく。同じく民

間委託事業として宝石珊瑚保護育成

協議会より「ワシントン条約対策事

業」の委託を受けており、2013 年

３月の締約国会議に向けた対策を講

じ、宝石珊瑚の持続可能な利用のた

めの連携を強化する。

（1）情報の収集
　自然資源の保護と利用に関する国

際的な最新の動き、関係 NGO の活

動内容等を関係者に提供するため

に、情報の収集を積極的におこなう。

このため、国内の関連団体と協力し

ながら、情報の交換をおこなう。ま

た、国際的には当協会と目的を同じ

くする海外の NGO や個人と連携し

て、最新情報の収集に努める。そう

した情報のうち、とくに重要なもの

については、翻訳するなどして関係

者に配布する。平成 24 年度の補助

事業では海外コンサルタント６者と

契約し、米国や欧州を中心とした情

報収集にあたることにしている。

（2）調査活動の実施
　自然資源の現状や国際条約の内容

等に関して、政府や民間から受託す

る事業をおこなうほか、本会独自の

調査活動を実施する。とくに、受託

事業は財政的にも当協会事業のかな

りの部分を占めており、重要な活動

となっている。
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　ポケモンではない、デジモンでも

ない。チリメン・モンスター、略し

てチリモンという。チリメンジャコ

に混じっている小さな生物をピン

セットとルーペを

使って捜しだして

観察する遊びだ。

　チュリメンジャ

コは通常カタクチ

イワシやマイワシ

などの稚魚を網で

獲って煮干しにし

たものだ。この網

の中にいろんな種

類の魚介類の稚魚

が一緒に混じって

いるため、未選別

のチリメンジャコには子供たちを虜

にするモンスターがたくさんいる。

季節やその年によって中に混じって

いるチリメン・モンスターの種類や

大きさが変わってくるので、季節を

変えて観察を続けるとさらに楽しみ

が増す。

　５月 26、27 日の両日、GGT と

海の幸に感謝する会が共催して千葉

県南房総市の大房岬少年自然の家で

小学校高学年生を対象に「子供たち

による豊かな海づくり教室」を開催

した。昨年は東日本大震災のため海

づくり教室の開催を見送ったが、２

年ぶりに 11 家族 28 名の親子が参

加して実施した。このプログラムに

２年前から「チリメン・モンスター」

を組み込んだところ、参加した子供

たちに大好評だった。

　チリメンジャコは釜揚げして干す

際に混じっている雑魚をていねいに

Ⅲ．国際会議等への参加および
海外交流活動

（1）国際会議等への参加
　諸外国の NGO 主催の環境関係会

議に対し代表を派遣し、また環境に

関する多国間会議にもオブザーバー

または政府顧問として参加する。

　７月にパナマで行なわれる IWC

第 64 回年次会合に鯨類の持続可能

な利用を推進する NGO として参加

する。また、７月にはイタリアの

ローマで第 30 回国連食糧農業機関

(FAO) 水産委員会に代表を派遣す

る。同じく７月にスイスのジュネー

ブでワシントン条約常設委員会が開

催されるため代表を派遣し、野生生

物資源の持続的利用を推進する活動

をおこなう。

　平成 25 年３月、タイで開催され

るワシントン条約第 16 回締約国会

議 (CITES CoP16) に代表を派遣す

る。アフリカゾウ、サメ類、宝石珊

瑚などの附属書改正提案が提出され

る見込みであることから、持続可能

な利用を推進する海外の NGO と連

携して取り組む。

　この外、我が国を巡る国際漁業関

係について、民間協議を通じて解決

を図るための情報収集・分析、及び

相手国関係者との調整を図ってい

くこととする。併せて、生物資源の

持続的利用を支持する国々との連携

を強化していくとともに、こうした

機会を利用して、各国政府機関や

NGO の代表に対して当協会の宣伝

を行なうこととする。

（2）海外NGOとの協力
　自然資源の持続可能な利用を推進

していくためには、諸外国との関係

強化を図る必要がある。このため、

途上国での自然資源の持続可能な利

用の推進、自然環境保護などの活動

に積極的に協力する。また、人的交

流の促進を含め、コミュニケーショ

ンの拡大を図る。

　具体的には自然資源の保全と持続

可能な利用に取り組んでいる海外の

NGO の代表が来日する機会を捉え、

意見交換をおこなう。また、志を同

じくする海外の NGO と協力関係を

確立するとともに、双方の事業活動

の調整をおこなう。なかでも EBCD

（ベルギー）や IWMC（米国）、SMS（豪

州）をはじめとする利用派 NGO や

海外コンサルタントと連携を強化す

る。

Ⅳ．会員募集活動

　当協会の目的や活動内容について

は、多くの人達に理解され、期待感

も強まりつつあるが、経済事情もあ

り、会員の加入数は伸びない。内外

のあらゆる活動を通じて、会員獲得

の努力を展開していく。同時に、現

在の会員に対しては、木目細かい

サービスを提供するよう努める。

収支予算書総括表

平成24年4月1日から平成25年3月31日まで

チリモンを捜せ！　－子供たちに大人気－

写真提供：玉川大学　吉原　笑さん
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取り除き、チリメンの大きさをだい

たい揃えて出荷される。この日は４

～５月に和歌山、神戸、大阪近海で

獲れた未選別のチリメンジャコが子

供たちに一皿ずつ配られた。早速ピ

ンセットを使って形の違うもの、色

が違うものを選り分けはじめると子

供たちの目つきが変わり、あちこち

から歓声があがった。小さなイカが

混じっている。タコもいる。子供の

カニもいる。魚の形や模様が違う。

小さなモンスターのオンパレード

だ。

　たくさんのカタクチイワシのなか

にエソを見つけ出す。タイの仲間も

いる。アジの子供も見つけた。ジャ

コに紛れ込んでいるカニの子供はゾ

エア幼生あり、メガロパ幼生もいる。

小さすぎて判別がむずかしい生き物

は講師の先生が顕微鏡で同定してく

れる。カイアシ類のコペポーダを見

つけた。子供たちは見つけたチリモ

ンをチリモンカードに張付けて名前

を記録し、自慢げに持ち帰った。

　アンケート結果によると、「楽し

かったことはチリモンカードを作っ

たことです。チリメンジャコの中に

エビやタコが入っているのは見たこ

とがありますが、レプトケファルス

のような面白い生き物に会ったのは

初めてです。」とか「チリモンカー

ドで、チリメンを探して観察するの

が楽しかった。知らない生き物のこ

とが分かったのでよかった」、「カニ

の子どもが大人と姿が違うのを、チ

リメン・モンスターを探して初めて

知りました」などと子供たちの興奮

が目に見えるようだ。

　２日間のプログラムはチリモンだ

けではない。１日目は海岸に出かけ

てまず海岸のゴミ拾い、たくさんの

ペットボトルやビニールゴミを回

収する。中には中国から流れ着いた

ペットボトルや韓国語の表示のある

プラスチックゴミもあった。その後、

大潮の潮間帶で手網を使って海の生

物を採集した。集めた生物はそれぞ

れバケツに入れて教室に運び、講師

の先生から名前や生態などについて

説明を受けた。ヒトデやウニ、アメ

フラシなど直接手にとって感触を確

かめながら、カードに写生をして記

録した。「アメフラシは触ると、紫

色の液を出す」と講師の先生に教わ

り、恐る恐る手でつかんでみると想

像以上に紫色に染まってみんなビッ

クリ。

　夕食後はプラネタリウムを観賞、

房総の空に浮かぶ星座が天井に映し

出される。ちょうど５月 21 日に金

環日食を経験した子供たちは天体観

測ブームにわいていた頃であり関心

は膨れあがるばかり。

　２日目の朝はラジオ体操に始ま

り、朝食後に漁業の話を熱心に聞い

た。講師を務めたのは全漁連の待場

さん、日本トロール底魚協会の高木

さん、OPRT 人見さんと捕鯨協会

の久保さん。クイズあり、マグロや

クジラの話に真剣に耳を傾けた。「楽

しかったことはクイズ」、「クジラの

話が一番面白かった」、「漁業のこと

がくわしく分かって楽しかった」、

「初めて知ったことは、クジラはあ

ます所なく活用していること。クジ

ラはほとんどの部分が食べられるこ

と」、保護者も「海域や魚のクイズ

が楽しかった」、「マグロの料理法(塩

マグロ ) を是非試してみたいです。

鯨の栄養効果 ( バレリン ) を家族の

健康に役立てたい」とアンケートに

答えた。

　午後は富浦漁協の協力による地引

き網漁を体験、タイやコウイカなど

を漁獲、早速刺身にして試食した。

また、アジやサバの開き方も体験し

て盛りだくさんのプログラムを終了

した。「次、これる機会があったら、

また他のことを学びたいです」。「こ

ういう教室をまたやって生き物のな

んでも知っている人になりたいで

す。」海の生物の多様性をたっぷり

体験した２日間だった。

（社）自然資源保全協会（ＧＧＴ）は、趣旨に賛同する法人および個人のみなさま

の入会を心からお待ちしています。協会の活動はみなさまの会費で支えられて

います。会員のみなさまには、定期的にニュースレターをお送りし、優先的に

ＧＧＴフォーラムや国際会議、シンポジウムなどにご案内いたします。下記ま

でご連絡ください。

年会費　個人正会員　１口　１万円／法人正会員　１口　10 万円

　　　　個人賛助会員　１口　２千円／法人賛助会員　１口　５万円

お問い合わせ・お申し込み／自然資源保全協会（ＧＧＴ）

〒101-0031 東京都千代田区東神田1-2-8 赤塚ビル3F　Tel 03-5835-3917　Fax 03-5835-3918

あなたもGGTの会員になりませんか


